
５
月
３
日
、
「
明
日
を
決
め
る
の
は
私
た
ち
、

平
和
と
命
と
人
権
を
」
５
・
３
憲
法
集
会
が
東
京

臨
海
広
域
防
災
公
園
で
開
催
さ
れ
５
万
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
「
戦
争
法
の
廃
止

を
求
め
る
２
０
０
０
万
人
統
一
署
名
」
が
、
１
２

０
０
万
人
以
上
に
な
っ
た
こ
と
が
集
会
で
報
告
さ

れ
、
そ
の
後
、
５
月
19
日
に
は
国
会
に
提
出
し
ま

し
た
。

集
会
で
は
、
「
戦
争
法
廃
止
統
一
署
名
に
つ
い

て
は
、
６
月
30
日
ま
で
に
２
０
０
０
万
人
を
突
破

し
よ
う
」
と
の
呼
び
か
け
に
、
参
加
者
は
大
き
な

拍
手
で
応
え
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
２
つ
の
コ
ー
ス
に
分
れ
て
パ
レ
ー

ド
を
行
い
。
沿
道
の
市
民
に
集
会
の
内
容
と
、
２

０
０
０
万
署
名
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

な
お
、
東
京
土
建
・
東
京
地
評
・
東
京
社
保
協

の
３
者
共
同
で
作
成
し
た
「
戦
争
法
廃
止
ハ
ガ
キ

統
一
署
名
」
に
つ
い
て
は
、
５
月
末
現
在
で
１
２

０
０
枚
を
超
え
る
ハ
ガ
キ
が
返
送
さ
れ
、
署
名
数

も
３
０
０
０
筆
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
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５
月
12
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

で
開
催
さ
れ
た
「
社
会
保
障
・
社
会

福
祉
は
国
の
責
任
で
、
守
れ
憲
法
25

条
」
５
・
12
共
同
集
会
に
は
、
全
国

か
ら
３
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
は
、
呼
び
か
け
人
で
も
あ
る

本
田
宏
さ
ん
と
保
育
士
の
佐
治
宏
美

さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
、
呼
び
か

け
人
の
尾
藤
廣
喜
弁
護
士
が
、
日
本

の
貧
困
な
現
状
を
示
し
な
が
ら
基
調

報
告
を
行
い
、
「
９
条
、
25
条
を
は

じ
め
と
す
る
日
本
国
憲
法
を
守
ろ
う
」

と
い
う
運
動
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

だ
け
で
な
く
、
立
場
を
超
え
て
と
も

に
力
を
合
わ
せ
、
地
域
の
す
み
ず
み

ま
で
大
き
く
広
げ
、
更
な
る
う
ね
り

を
作
っ
て
行
く
こ
と
が
今
こ
そ
必
要

と
訴
え
、
「
か
け
が
え
の
な
い
１
票

の
力
で
政
治
を
私
た
ち
主
権
者
の
も

の
に
大
き
く
変
え
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
保
育
・
介
護
の
現
場

や
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
者
、
医
師
・

生
存
権
裁
判
の
元
原
告
・
障
害
者
・

年
金
受
給
者
な
ど
11
人
の
切
実
な
訴

え
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
共
感
の

大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

東
京
社
保
協
の
竹
崎
会
長
も
、
診

療
所
の
医
師
の
立
場
か
ら
訴
え
を
行

い
、
「
医
療
か
ら
見
放
さ
れ
る
患
者

を
増
や
す
の
が
今
の
政
治
で
す
。
憲

法
25
条
の
空
洞
化
、
憲
法
改
悪
を
止

め
さ
せ
る
た
め
に
安
倍
内
閣
に
鉄
槌

を
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

最
後
に
、
呼
び
か
け
人
の
伊
藤
真

美
さ
ん
が
「
集
会
ア
ピ
ー
ル
」
を
提

案
し
「
守
れ
25
条
」
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
全
体
で
掲
げ
採
択
し
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
国
会
に
向
け
て
請

願
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。



葛
飾
社
保
協
が
主
催
す
る
第
８
回

「
無
料
な
ん
で
も
相
談
会
」
が
、

４
月
21
日
（
木
）
に
Ｊ
Ｒ
亀
有
駅
・

か
め
あ
り
リ
リ
オ
パ
ー
ク
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
生
憎
の
小
雨

模
様
で
し
た
が
、
午
後
１
時
か
ら

５
時
半
ま
で
の
間
に
21
人
が
相
談

に
訪
れ
ま
し
た
。

相
談
は
、
法
律
に
関
す
る
こ
と

が
４
人
、
生
活
保
護
や
都
営
住
宅

な
ど
、
く
ら
し
に
関
す
る
相
談
が

３
人
、
仕
事
が
ほ
し
い
紹
介
し
て

が
３
人
、
そ
の
他
に
障
害
年
金
や

住
宅
境
界
線
、
相
続
の
あ
り
方
な

ど
で
し
た
。
中
で
も
、
生
活
保
護

受
給
者
の
人
生
相
談
は
、
日
常
の

生
活
と
自
身
の
精
神
的
状
況
な
ど

深
刻
な
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
３
人
か
ら
あ
っ
た
「
仕

事
が
ほ
し
い
」
と
い
う
相
談
は
、

そ
の
場
で
解
決
で
き
る
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
の
状
況
を

反
映
し
て
い
ま
す
。
「
定
年
を
過

ぎ
た
が
身
体
は
丈
夫
だ
」
「
働
か

な
い
と
生
活
が
で
き
な
い
」
な
ど

切
実
な
相
談
で
す
。
1
人
1
人
に

は
必
要
な
情
報
が
届
い
て
い
な
い
、

も
し
く
は
さ
が
す
手
段
が
判
ら
な

い
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
る
と

お
も
わ
れ
ま
す
。

相
談
会
は
６
年
目
を
迎
え
、
こ

の
間
は
４
月
と
11
月
の
年
２
回
の

開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。
弁
護
士
、

税
理
士
、
社
労
士
、
看
護
師
、
ケ

ア
マ
ネ
、
建
築
士
な
ど
た
く
さ
ん

の
専
門
家
と
区
労
連
や
民
商
、
守

る
会
な
ど
の
ベ
テ
ラ
ン
が
親
身
に

な
っ
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
労
働
者
の
職
場
の
悩
み

や
相
談
ご
と
に
応
え
ら
れ
る
時
間

（
土
日
か
夜
間
）
に
実
施
す
る
こ

と
な
ど
も
検
討
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

（
菅
野
勝
祐

葛
飾
社
保
協
・
相

談
担
当
責
任
者
）

町
田
社
保
協
は
、
４
月
30

日

（
土
）
に
総
会
を
開
催
し
、
８
団

体
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

総
会
記
念
と
し
て
、
山
岸
太
一

日
本
共
産
党
稲
城
市
議
が
、
「
稲

城
市
介
護
保
険
の
総
合
事
業
、
２

０
１
５
年
か
ら
実
施
の
実
態
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
講
演
し
、
町
田

市
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
に
対
し

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ

き
、
「
今
、
介
護
離
職
が
増
え
、

介
護
問
題
は
、
働
く
世
代
と
の
共

同
の
運
動
が
必
要
と
な
る
」
と
の

話
に
、
さ
ら
に
運
動
を
進
め
る
核

心
を
得
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
町
田
市
の
介
護
施

設
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ふ
ま
え
、

「
安
心
の
介
護
保
険
制
度
実
現
の

た
め
の
緊
急
要
望
」
を
町
田
市
に

提
出
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま

し
た
。
参
加
者
か
ら
の
報
告
を
受

け
引
き
続
き
、
介
護
保
険
制
度
や

国
保
の
改
善
と
組
織
拡
大
を
目
指

し
た
取
り
組
み
方
針
を
全
体
で
確

認
し
、
当
面
の
行
動
と
し
て
、
５

月
15
日
に
第
７
回
な
ん
で
も
相
談

会
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
あ

い
ま
し
た
。

（
町
田
社
保
協
通
信
よ
り
）

「
だ
れ
も
が
お
金
の
心
配
な
く

必
要
な
医
療
・
介
護
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
」
な
ど
を
求

め
る
国
会
請
願
署
名
は
、
４
月
末

現
在
で
２
８
８
筆
に
な
り
ま
し
た
。

八
王
子
社
保
協
に
参
加
す
る
、
共

立
医
療
会
・
い
き
い
き
福
祉
会
・

友
の
会
な
ど
の
民
医
連
グ
ル
ー
プ

は
、
別
途
１
０
５
筆
を
民
医
連
に

集
中
し
、
４
月
20
日
に
は
民
医
連

の
介
護
ウ
エ
ー
ブ
に
参
加
し
国
会

請
願
を
行
い
ま
し
た
。

八
王
子
社
保
協
の
佐
野
会
長
は
、

全
国
の
教
え
子
に
協
力
を
依
頼
し
、

北
海
道
・
和
歌
山
・
新
潟
・
兵
庫

な
ど
か
ら
１
２
４
筆
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
子
育
て
支
援
の
た
め
、

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
・
保
険

料
軽
減
を
求
め
る
」
都
議
会
陳
情

署
名
に
つ
い
て
は
、
新
婦
人
か
ら

２
８
８
筆
、
年
金
者
組
合
か
ら
１

０
９
筆
、
佐
野
会
長
か
ら
９
７
筆

な
ど
４
月
末
現
在
で
５
３
６
筆
が

集
約
さ
れ
、
新
聞
折
り
込
み
を
行
っ

た
署
名
用
紙
も
２
８
１
筆
に
達
し

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
署
名
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

（
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）
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全
日
本
民
医
連
で
は
「
病
気
や
不
調

が
あ
っ
て
も
経
済
的
な
理
由
で
病
院
に

か
か
る
こ
と
を
我
慢
し
た
た
め
に
手
遅

れ
と
な
り
、
死
亡
に
至
っ
た
」
と
考
え

ら
れ
る
事
例
を
毎
年
調
査
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
２
０
１
５
年
度
の
調
査
で
は
、

32
都
道
府
県
か
ら
63
人
の
死
亡
事
例
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
２
０
０
６

年
か
ら
11
年
に
わ
た
る
調
査
で
の
死
亡

事
例
累
計
は
５
０
９
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
民
医
連
加
盟
事
業
所

の
み
を
対
象
と
し
て
お
り
、
全
日
本
民

医
連
加
盟
医
療
機
関
の
全
国
シ
ェ
ア
は

２
％
で
あ
り
、
こ
の
調
査
の
死
亡
数
は

氷
山
の
一
角
で
す
。

調
査
結
果
で
は
、
65
歳
未
満
の
稼
働

年
齢
層
が
死
亡
事
例
の
56
％
を
占
め
て

い
ま
す
。
世
帯
構
成
は
、
独
居
が
36
％
、

複
数
世
帯
が
64
％
と
、
複
数
世
帯
が
多

い
状
況
で
す
。
ま
た
、
持
家
で
家
族
と

住
ん
で
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
世
帯
全

員
が
貧
困
で
手
遅
れ
と
な
っ
た
事
例
が

30
％
で
、
家
族
間
で
支
え
き
れ
な
い
状

況
や
貧
困
が
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
現
れ
て
い
ま
す
。

保
険
加
入
の
状
況
は
、
無
保
険
・
国

保
資
格
証
の
事
実
上
無
保
険
状
態
の
方

は
、
合
計
44
％
に
上
り
ま
す
。
（
図
参

照
）
無
保
険
状
態
・
短
期
証
に
な
っ
た

理
由
は
「
困
窮
で
保
険
料
が
支
払
え
な

か
っ
た
」
と
い
う
方
が
75
％
と
多
い
状

況
で
す
。
高
す
ぎ
る
保
険
料
で
、
国
民

皆
保
険
が
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
調
査
で
、
東
京
民
医
連
加
盟

事
業
所
か
ら
の
事
例
数
は
、
全
都
道
府

県
中
最
多
で
８
件
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

８
件
中
７
件
は
同
居
家
族
が
い
る
事

例
で
、
全
国
調
査
で
見
え
た
「
家
族
と

暮
ら
し
て
い
て
も
世
帯
全
体
が
貧
困
」

と
い
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。

事
例
の
内
容
で
は
、
「
高
す
ぎ
る
国

保
料
が
払
え
ず
無
保
険
状
態
と
な
り
、

資
格
証
で
10
割
負
担
は
支
払
え
な
い
」

と
受
診
を
我
慢
し
た
事
例
。
「
正
規
保

険
証
を
持
っ
て
い
た
が
、
３
割
の
一
部

負
担
が
重
く
、
が
ん
治
療
を
中
断
し
た
」

事
例
。
「
早
期
に
生
活
保
護
が
受
け
ら

れ
て
い
れ
ば
手
遅
れ
に
な
ら
な
か
っ
た
」

事
例
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
、
高
い
窓
口
負
担
、

生
活
保
護
を
受
け
る
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル

の
高
さ
な
ど
に
よ
り
、
受
診
を
控
え
死

亡
に
至
る
深
刻
な
状
況
が
東
京
に
も
あ

り
ま
す
。
国
保
は
、
保
険
原
理
ば
か
り

強
調
さ
れ
、
社
会
保
障
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
上
政
府

は
、
今
後
一
層
の
患
者
負
担
増
と
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
切
り
捨
て
を
計
画
し
て
お

り
、
「
経
済
的
理
由
に
よ
る
手
遅
れ
死

亡
」
の
増
加
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

本
来
、
社
会
保
障
・
医
療
を
受
け
る

こ
と
は
権
利
で
あ
り
、
お
金
の
あ
る
な

し
で
医
療
を
受
け
る
権
利
が
侵
害
さ
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。“

無
保
険
状
態
”

を
出
さ
な
い
・
放
置
さ
せ
な
い
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
加
え
て
、
窓
口
負
担

減
免
制
度
の
拡
充
と
高
額
療
養
費
自
己

負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
を
よ
り
利
用

し
や
す
い
制
度
と
す
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
憲
法
25
条
に
基
づ
く
権
利
と
し
て

の
社
会
保
障
の
実
現
を
、
国
・
自
治
体

に
強
く
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

５
月
24
日
、
葛
飾
区
内
の
全
駅
で

「
戦
争
法
廃
止
」
「
消
費
税
10
％
へ
の

引
き
上
げ
は
キ
ッ
パ
リ
中
止
を
」
の
宣

伝
行
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
動
は
、
葛
飾
社
保
協
、
増
税

反
対
実
行
委
員
会
、
消
費
税
を
な
く
す

会
の
３
団
体
の
共
催
で
取
り
組
ま
れ
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
３
年
間
で
経
済
政
策

の
破
綻
が
は
っ
き
り
し
、
消
費
税
の
10

％
へ
の
引
き
上
げ
は
一
層
の
経
済
破
た

ん
を
招
き
、
庶
民
の
生
活
を
厳
し
い
も

の
に
す
る
と
訴
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

「
戦
争
す
る

国
に
は
絶
対

し
て
は
い
け

な
い
」
と
の

宣
伝
に
、
足

を
止
め
て
署

名
し
て
く
れ

る
な
ど
、
ど

の
駅
で
も
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
に
は
葛
飾
13
の
駅
に

16
団
体
２
０
３
人
が
参
加
し
、
戦
争
法

廃
止
署
名
が
２
５
４
筆
、
消
費
税
引
き

上
げ
中
止
署
名
が
１
２
９
筆
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
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